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ざ
ま

昨
今
、
人
文
科
学
が
「
死
に
体
」
の
様
で
あ
る
。

昔
か
ら
、
テ
ツ
（
哲
学
）、
シ
（
歴
史
）、
ブ
ン
（
文
学
）
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
、「
人
間
」
を
貫
通
す
る
と
こ
ろ
の
「
教
養
」
の

学
で
人
文
科
学
は
、
本
来
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
「
教
養
」
学
に
、
元
気
が
な
い
。
そ
の
人
文
科
学
に
、
人
気
が
な
い
。

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
）
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
は
、
１
６
８
７
年
の
破
壊
（
ベ
ネ
チ
ア
軍
の
砲
撃
に
よ
る
）
ま
で
、
２
０
０
０

年
以
上
も
、
ほ
ぼ
完
全
な
姿
を
保
ち
続
け
て
い
た
と
云
う
。
人
間
の
営
為
は
、
計
り
知
れ
な
く
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

た
と
え
ば
テ
ツ
で
云
え
ば
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
は
完
成
に
４０
有
余
年
か
か
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
中
村
元
の
『
佛
教
語
大

辞
典
』
に
は
、
２８
年
の
時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ン
で
云
え
ば
、
西
郷
信
綱
の
『
古
事
記
注
釈
』
は
１５
年
、
伊
藤
博
の
『
萬
葉
集
釋
注
』
は
１８
年
、
片
桐
洋
一
の
『
古
今
和
歌
集

全
評
釈
』
は
、
完
結
ま
で
２０
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。
小
沼
文
彦
の
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
』
の
個
人
全
訳
は
３０
年
、
井
上

究
一
郎
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
個
人
全
訳
は
、
２０
年
を
要
し
て
い
る
。

部
屋
に
籠
も
り
執
筆
す
る
夫
・
辻
仁
成
（「
海
峡
の
光
」
で
芥
川
賞
）
を
妻
は
、「『
夕
鶴
』
の
つ
う
が
羽
根
を
抜
い
て
織
物
を
織

る
よ
う
」（
朝
日
新
聞
）
と
評
し
た
。

ト
ル
ス
ト
イ
は
、『
戦
争
と
平
和
』
に
９
年
の
歳
月
を
要
し
た
。「
生
涯
に
九
十
余
冊
の
日
記
帳
を
書
き
残
し
た
と
い
う
が
、
こ
の

九
年
間
は
そ
の
楽
し
み
さ
え
も
返
上
し
て
、（
中
略
）
文
豪
は
書
斎
か
ら
出
て
く
る
た
び
に
悲
痛
な
声
で
「
今
日
も
貴
重
な
生
命
の

一
滴
を
イ
ン
キ
壺
の
中
へ
落
し
て
来
た
よ
」
と
、
妻
の
ソ
フ
ィ
ア
に
語
る
の
を
常
と
し
た
」（
井
上
ひ
さ
し
）
と
云
う
。
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そ
の
『
佛
教
語
大
辞
典
』
は
、
２０
年
か
け
て
書
き
上
げ
た
原
稿
を
出
版
社
が
紛
失
し
て
し
ま
う
。
中
村
は
再
度
８
年
を
か
け
て
、

黙
々
と
再
執
筆
し
た
。
人
間
の
営
為
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
突
き
抜
け
た
人
間
の
大
き
な
営
為
と
し
て
、
そ
の
結
果
と
し

て
の
「
人
文
学
」
の
諸
般
事
が
あ
る
。

＊

＊

か
つ
て
漱
石
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
た
め
熊
本
（
第
五
高
等
学
校
）
か
ら
上
京
す
る
三
四
郎
に
、
広
田
先
生
を
し
て
車

中
で
、
次
の
よ
う
に
云
わ
し
め
た
。

三
四
郎
は
日
露
戦
争
以
後
こ
ん
な
人
間
に
出
逢
ふ
と
は
思
ひ
も
寄
ら
な
か
つ
た
。
ど
う
も
日
本
人
ぢ
や
な
い
様
な
気
が
す
る
。

ほ
ろ

「
然
し
是
か
ら
は
日
本
も
段
々
発
展
す
る
で
せ
う
」
と
弁
護
し
た
。
す
る
と
、
か
の
男
は
、
す
ま
し
た
も
の
で
、「
亡
び
る
ね
」

な

と
り
あ
つ
か
ひ

と
云
つ
た
。
熊
本
で
こ
ん
な
事
を
口
に
出
せ
ば
、
す
ぐ
擲
ぐ
ら
れ
る
。
わ
る
く
す
る
と
国
賊
取
扱
に
さ
れ
る
。
三
四
郎
は
頭
の

中
の
何
処
の
隅
に
も
斯
う
云
ふ
思
想
を
入
れ
る
余
裕
は
な
い
様
な
空
気
の
裡
で
生
長
し
た
。

（
中
略
）

す
る
と
男
が
、
か
う
云
つ
た
。

ち
よ
つ
と

「
熊
本
よ
り
東
京
は
広
い
。
東
京
よ
り
日
本
は
広
い
。
日
本
よ
り
…
…
」
で
一
寸
切
つ
た
が
、
三
四
郎
の
顔
を
見
る
と
耳
を

傾
け
て
ゐ
る
。

「
日
本
よ
り
頭
の
中
の
方
が
広
い
で
せ
う
」
と
云
つ
た
。

と
ら

ひ
い
き

「
囚
は
れ
ち
や
駄
目
だ
。
い
く
ら
日
本
の
為
め
を
思
つ
た
つ
て
贔
負
の
引
き
倒
し
に
な
る
許
り
だ
」

此
言
葉
を
聞
い
た
時
、
三
四
郎
は
真
実
に
熊
本
を
出
た
様
な
心
持
ち
が
し
た
。
同
時
に
熊
本
に
居
た
時
の
自
分
は
非
常
に
卑
怯

で
あ
つ
た
と
悟
つ
た
。

（
明
治
４１
年
『
三
四
郎
』
第
一
章
）

＊

＊

人
文
学
が
、「
死
に
体
」
で
い
い
わ
け
が
な
い
。
人
文
科
学
よ
、
元
気
を
奮
い
起
こ
せ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
に
ど
こ
ま
で
も
「
広

い
頭
の
中
」
の
、
根
幹
の
「
人
間
学
」
で
人
文
学
は
あ
る
は
ず
な
の
だ
か
ら
。
人
間
の
な
い
処
に
学
問
は
な
い
。
人
間
の
在
る
処
に

こ
そ
、
学
問
の
出
発
と
帰
結
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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